
 

令和６年３月５日 

最 上 総 合 支 庁 

 

 報 道 機 関 各 位 

 

第 101 回最上夜学の開催について 
 

最上総合支庁では、最上地域の企業活動及び地域経済の活性化や雇用の拡大につなげ

ることを目的に、企業と高等教育機関による産学官連携のきっかけづくりの場として、

平成 15 年度から最上夜学を開催しています。 

今回は、テーマを「予防医学の視点からみた健康食品の最前線」とし、予防医学者が

商品開発のヒントとなるような最新研究例を紹介します。 

広く一般の方も参加可能となっておりますので、参加者募集に係る事前周知及び当日

の取材についてよろしくお願いします。 

 
記 

 
１ 日 時 令和６年３月 12 日（火） 午後４時から午後６時まで 
 
２ 会 場 レキシントン新庄（新庄市本町２－９新庄信用金庫本店敷地内） 
 
３ 概 要  
 ＜第１部＞ 事例発表 

テーマ「予防医学の視点からみた健康食品の最前線」 

   発表者 山形大学農学部 食料生命環境学科 アグリサイエンスコース 

      食農総合科学研究室 助教 五領田 早百合 氏 

 
 ＜第２部＞ 交流会（参加費 500 円） 
 
４ 対 象 者  山形県内の個人、団体、事業者等 
 
５ 申し込み  産業経済部地域産業経済課（産業振興・農産物利用拡大担当） 

      電話：0233-29-1307 ＦＡＸ：0233-23-2628 

   Mail：ymogamisangyo@pref.yamagata.jp 
※申し込みはＦＡＸ・メール・電話で受付。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

担当 

産業経済部地域産業経済課 

産業振興・農産物利用拡大専門員 坂本 

電話 0233-29-1307  

報道監 総務企画部長 永澤 

プレスリリース 
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